
報道発表様式 （奈良県政府予算対策）№ １ 報 道 資 料（項目）国宝高松塚古墳壁画保存修理国宝高松塚古墳壁画保存修理国宝高松塚古墳壁画保存修理国宝高松塚古墳壁画保存修理のののの推進推進推進推進についてはについてはについてはについては要求額要求額要求額要求額２４３２４３２４３２４３百万円百万円百万円百万円のうちのうちのうちのうち２４３２４３２４３２４３百万円百万円百万円百万円がががが、、、、キトラキトラキトラキトラ古墳保存修理古墳保存修理古墳保存修理古墳保存修理についてはについてはについてはについては１７８１７８１７８１７８百万円百万円百万円百万円のうちのうちのうちのうち１７８１７８１７８１７８百万円百万円百万円百万円がががが認認認認められためられためられためられた。。。。（概要）○ 高松塚古墳壁画保存・活用の推進 ２４３百万円高松塚古墳は、我が国で初めて極彩色の壁画が発見された古墳で、石室内部に星宿図、日月像、四神図及び人物群像等が描かれている。当初は、壁画の現地保存を基本方針として、石室内部の環境を維持しつつ、壁画の劣化の進行及びカビの発生を極力抑制するため、修理点検等の措置を講じてきた。しかしながら、平成１３年頃から石室内に大量のカビが発生し、さらに、壁画の退色が進行するなどの劣化状況を踏まえ、古墳から石室ごと壁画を取り出し（解体）、平成２０年度より仮設修理施設において、壁画及び石材の修理を実施している。引き続き、国宝高松塚古墳壁画の保存・活用を図るものである。国宝高松塚古墳壁画の恒久的な保存及び活用を推進するために、①壁画のクリーニング・剥落止め等の保存修理措置②引き続き、委員会において、壁画の壁画の劣化防止のための対策について調査を行うとともに、保存修理方法の検討③壁画の修理状況の特別公開 等を実施する。○ キトラ古墳保存修理等 １７８百万円我が国の歴史を理解する上で極めて高い価値を有する特別史跡キトラ古墳の恒久的な保存と確実な継承を推進するため、取り外した壁画の本格的な保存修理（天文図の再構築等）、古墳の整備計画の調査検討、キトラ古墳の情報を広く一般に公開する事業のほか、保存施設の維持管理等を行う。特別史跡キトラ古墳の恒久的な保存及び活用を推進するため、①取り外した壁画の本格的な保存修理（天文図の再構成等）②古墳の整備計画の調査検討③キトラ古墳の情報を広く公開する事業④保存施設の維持管理 等を実施する。
【上記に関する問い合わせ先】担当者 教育委員会事務局文化財保存課長 石川 幸司教育委員会事務局文化財保存課課長補佐 米田 康彦(℡)0742-27-9864（庁内内線 5332）＜問い合わせは、資料提供後１時間以内にお願いします。＞



報道発表様式 （奈良県政府予算対策）№ ２ 報 道 資 料（項目）平成２３年度大滝ダム建設事業については、引き続き地すべり対策工事等の予算が認められた。（概要）大滝ダムは、吉野川流域の治水対策及び安定した水資源確保を目的とした多目的ダムである。本県にとって、必要不可欠なダムであり、大滝ダムの早期供用開始と関係住民の安全確保について強く国に要望してきたところである。平成２３年度予算案では、前年度に引き続き大滝地区の地すべり対策工事を実施し、ダムの早期供用開始に向けて取り組むこととされている。
（参考）平成２３年度内示額 ６，１３１百万円（要求どおり）うち国費３，９０６百万円平成２２年度予算額 ３，７９１百万円

【上記に関する問い合わせ先】・奈良県庁担当者 地域振興部資源調整課 課長 松丸 良 TEL0742-27-8489 （内 2540）担当者 地域振興部資源調整課 課長補佐 南 英延 TEL0742-27-8489 （内 2543）担当者 土木部河川課 課長 大熨 隆信 TEL0742-27-7507 （内 4170）担当者 土木部河川課 課長補佐 谷村 浩 TEL0742-27-7507 （内 4173）＜問い合わせは、資料提供後１時間以内にお願いします。＞


